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さ　わ　や　か

　

こ
の
実
態
調
査
は
、
毎
年
こ

の
時
期
に
行
な
わ
れ
て
お
り
、

行
政
と
北
九
州
市
福
祉
有
償
運

送
運
営
協
議
会
が
各
事
業
所
の

送
迎
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
で
す
。

　

今
年
は
八
幡
事
業
所
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

　

調
査
内
容
は
毎
回
同
じ
な
の

で
す
が
、
「
活
動
報
告
書
及
び
車

両
点
検
表
」
の
確
認
や
、
点
呼

の
方
法
、
事
故
や
苦
情
の
有
無

や
対
応
、
送
迎
時
の
車
に
ス
テ
ッ

カ
ー
を
貼
っ
て
い
る
か
を
確
認

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

次
に
運
転
者
名
簿
、
自
動
車

登
録
簿
、
利
用
者
名
簿
や
利
用

者
の
障
害
者
手
帳
の
写
し
が
あ

る
の
か
な
ど
を
確
認
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、
書
類
な
ど
は
施
錠
で

き
る
書
棚
に
保
管
し
て
い
る
こ

と
も
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
齋
藤
係
長
は
、
「
さ
わ

や
か
」
や
、
ほ
か
の
幾
つ
か
の

事
業
所
は
自
家
用
有
償
旅
客
運

送
の
更
新
登
録
の
申
請
が
来
年

三
月
末
に
あ
る
の
で
、
二
月
開

催
の
運
営
協
議
会
ま
で
に
書
類

の
準
備
を
行
な
っ
て
も
ら
う
よ

う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
と

話
さ
れ
、
午
前
十
時
三
十
分
に

終
了
し
ま
し
た
。

　

十
月
十
五
日
（
火
）
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
、
『
福
祉
有
償
運
送
の
実
態
に
係
る
実
地
調
査
』

が
八
幡
事
業
所
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
北
九
州
市
の
福
祉
有
償
運
送
を
担
当
す
る
、
保
健
福
祉

局
地
域
支
援
部
地
域
福
祉
推
進
課
よ
り
、
齋
藤
渉
係
長
と
十
月
か
ら
新
任
の
森
永
み
ず
ほ
主
任

が
来
所
さ
れ
ま
し
た
。

 

　

こ
の
総
合
防
災
訓
練
は
、
住

民
の
防
災
意
識
や
関
係
機
関
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
的

に
市
内
各
区
で
毎
年
、
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

門
司
区
で
は
今
回
初
め
て
、

住
民
の
『
自
助
』
と
『
共
助
』

を
テ
ー
マ
に
大
雨
で
土
砂
災
害

が
発
生
し
た
と
い
う
想
定
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
総
合
防
災
訓
練

へ
の
事
前
に
行
な
わ
れ
た
打
ち

合
わ
せ
で
は
、
消
防
団
や
警
察

の
方
た
ち
か
ら
「
障
害
を
お
持

ち
の
当
事
者
の
方
々
が
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

我
々
も
経
験
や
訓
練
に
な
り
ま

す
の
で
、
多
く
の
方
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
た
い
で
す
」
と
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
の
第
一
部
の
『
住
民
避

難
訓
練
』
で
は
、
午
前
八
時
か

ら
避
難
訓
練
及
び
避
難
誘
導
訓

練
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

訓
練
に
は
、
萩
ヶ
丘
校
区
の

五
つ
の
町
内
会
が
参
加
し
、
そ

れ
以
外
の
町
内
会
に
つ
い
て
は
、

参
加
住
民
が
各
自
で
、
午
前
九

時
ま
で
に
会
場
の
萩
ヶ
丘
小
学

校
の
体
育
館
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

こ
の
時
、
近
所
の
高
齢
者
や

身
体
障

害
者
の

方
に
は

一
人
ず

つ
消
防

団
員
や

警
察
官

に
付
き

添
っ
て
も
ら
い
、
避
難
行
動
要

支
援
者
は
避
難
所
を
想
定
し
た

萩
ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
小

学
校
の
体
育
館
ま
で
歩
き
ま
し

た
。

　

午
前
九
時
か
ら
は
第
二
部
の

『
避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
』
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
平
成
三
〇
年

七
月
豪
雨
に
お
け
る
門
司
区
で

の
災
害
や
被
害
等
を
教
訓
に
、

『
自
助
』
、
『
共
助
』
に
着
目
し
た

防
災
講
話
や
地
域
住
民
の
方
々

に
も
参
加
で
き
る
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
、
初
め
て
の
取
り
組
み

と
な
る
簡
易
的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
訓
練
等
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
北
九
州
市
消
防
局

門
司
消
防
署
の
岡
本
拓
司
署
長

よ
り
「
今
回
の
消
防
訓
練
が
住

民
の
皆
様
の
役
に
立
つ
も
の
に

な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

（
裏
面
へ
つ
づ
く
）

　

十
月
五
日
（
土
）
に
北
九
州
市
の
門
司
区
役
所
総
務
企
画
課
主
催
で
『
令
和
元
年
度
門
司
区

総
合
防
災
訓
練
』
と
題
し
て
大
規
模
な
風
水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
が
北
九
州
市
立
萩
ヶ
丘

小
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
萩
ヶ
丘
校
区
の
住
民
や
自
衛
隊
、
消
防
、
警
察
な
ど
約

二
五
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、北
九
州
市
障
害
福
祉
団
体
連
絡
協
議
会
（
障
団
連
）
か
ら
、

障
害
当
事
者
や
そ
の
家
族
な
ど
約
二
〇
名
が
参
加
し
、「
さ
わ
や
か
」
か
ら
は
山
田
と
貞
谷
が
参

加
し
ま
し
た
。

障
害
当
事
者
の
方
々
の
積
極
的
な

参
加
で
経
験
や
訓
練
に
な
る

『
自
助
』
、
『
共
助
』
に
着
目
し
た

防
災
講
話
な
ど
を
実
施

事
故
や
苦
情
の
有
無
や

対
応
な
ど
を
確
認

書
類
な
ど
は
施
錠
で
き
る

書
棚
に
保
管
を

送
迎
の
実
態
と
事
務
の
状
況
を

把
握
す
る
た
め
の
調
査

　

今
回
の
台
風
十
九
号
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
と
ご
遺
族
の
皆
様
に
心
よ
り
お
悔
や
み
申

し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
と
復
興
を
し
、

皆
様
が
平
穏
な
日
常
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す

よ
う
に
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
一
〇
月

事
務
局
一
同

大
規
模
な
風
水
害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練

～
令
和
元
年
度 

門
司
区
総
合
防
災
訓
練
開
催
～

福
祉
有
償
運
送
の
実
態
に
係
る
実
地
調
査

住民避難訓練の様子

北九州市保健福祉局地域支援部地域福祉推進課

齋藤 渉係長と森永 みずほ主任
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（
表
面
よ
り
つ
づ
き
）

　

続
い
て
、
北
九
州
市
消
防
局

門
司
消
防
署
警
防
課
の
入
門
真

生
（
い
り
か
ど
ま
さ
お
）
消
防

司
令
補
が
「
災
害
に
は
地
震
や

火
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
大
雨
災
害
に
つ
い

て
お
話
し
ま
す
。

　

私
た
ち
消
防
署
員
は
災
害
が

起
こ
っ
て
か
ら
し
か
活
躍
の
場

が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
命
を
守
る

と
い
う
こ
と
に
関
し
て
は
災
害

が
起
き
た
後
で
も
助
か
る
命
が

限
ら
れ
て
き
ま
す
。　

　

災
害
が
起
き
る
前
に
皆
さ
ん

が
そ
れ
ぞ
れ
大
雨
災
害
か
ら
避

難
し
て
命
を
守
っ
て
い
た
だ
く

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

避
難
指
示
が
発
令
さ
れ
て
も

住
民
の
中
に
は
動
か
な
い
、
動

け
な
い
人
が
い
て
ど
う
し
て
も

命
は
守
れ
な
い
の
で
、
住
民
同

士
が
助
け
合
う
こ
と
が
大
切
で

す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
体
育
館
に
集
ま
っ
た

住
民
た
ち
は
、
町
内
ご
と
に
分

か
れ
て
避
難
指
示
が
出
る
と
声

を
掛
け
合
い
な
が
ら
、
移
動
す

る
な
ど
の
訓
練
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
避
難
勧
告
を
住
民
同

士
で
出
来
る
だ
け
早
く
伝
言
す

る
訓
練
も
行
な
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
入
門
消
防
司
令
補

は
「
今
回
の
訓
練
で
、
防
災
の

取
り
組
み
が
達
成
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

災
害
当
日
、
多
く
の
町
内
の

皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
を
し
ま

し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
、
避
難
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
は
終
了

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
グ
ラ
ン
ド
に
移
動

し
、
午
前
十
一
時
か
ら
第
三
部

の
『
関
係
機
関
連
携
訓
練
』
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
防
災
関
連
機

関
の
連
携
強
化
を
目
的
に
、
関

係
機
関
に
よ
る
救
助
や
救
出
訓

練
で
、
九
団
体
（
下
記
参
照
）
、

約
五
〇
人
、
車
両
約
十
台
等
の

関
係
機
関
の
参
加
が
あ
り
、
土

砂
災
害
に
よ
り
埋
も
れ
た
車
両

か
ら
の
要
救
助
者
の
救
助
及
び

救
出
す
る
と
い
う
想
定
で
実
施

さ

れ

ま

し

た
。

　

初
め
に
、

福

岡

県

議

会

議

員

及

び

北

九

州

市

議

会

議

員

の

紹

介

が

あ

り
、

訓

練

に

入

り
ま
し
た
。

　

ま
ず
初
め
に
、
門
司
区
役
所

総
務
企
画
課
の
権
藤
久
典
課
長

か
ら
総
合
訓
練
管
理
者
で
あ
る

上
田
伸
一
門
司
区
長
に
対
し
て
、

第
三
部
実
働
訓
練
の
開
始
合
図

が
あ
り
、
災
害
が
発
生
し
て
、

災
害
対
策
本
部
設
置
さ
れ
る
ま

で
の
流
れ
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

訓
練
の
内
容
と
し
て
は
、
門

司
消
防
署
及
び
門
司
消
防
団
が

赤
色
灯
を
点
灯
さ
せ
、
警
戒
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ト
ロ
ー
ル
中
に
、
崖
崩
れ

に
よ
り
車
両
が
土
砂
に
埋
没
し

て
い
る
現
場
を
発
見
し
、
被
害

状
況
の
確
認
、
区
の
対
策
本
部

へ
の
報
告
す
る
『
被
害
情
報
等

情
報
収
伝
達
訓
練
』
を
行
な
い
ま

し
た
。

　

崖
崩
れ
の
報
告
を
受
け
た
区

の
対
策
本
部
は
、
消
防
署
へ
の

救
助
対
応
依
頼
及
び
緊
急
業
者

へ
の
手
配
を
し
、
消
防
隊
が
到

着
す
る
ま
で
の
間
に
、
警
察
署

よ
り
危
険
な
エ
リ
ア
に
対
し
て
、

警
戒
区
域
の
設
定
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
倒
木
と
土
砂
が
道
路

を
塞
ぎ
、
埋
没
車
両
へ
近
づ
け

な
い
た
め
、
消
防
団
が
所
有
す

る
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
を
使
用
し
て

緊
急
路
を
確
保
し
、
消
防
隊
が

現
場
に
到
着
後
、
消
防
団
と
連

携
し
、
消
防
団
は
髙
洲
副
団
長

の
下
、
ス
コ
ッ
プ
を
使
っ
て
土

砂
を
取
り
除
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
消
防
隊
は
パ
ワ
ー
ツ
ー

ル
を
使
い
、
車
か
ら
の
救
助
を

行

な

い

ま

し
た
。

　

こ
こ
で
、

現

場

の

消

防

隊

よ

り

区

の

対

策

本

部

へ

被

害

の

規

模

が
大
き
く
他
に
も
要
救
助
者
が

数
名
い
る
と
報
告
が
あ
り
、
様
々

な
情
報
収
集
の
結
果
、
人
命
救

助
及
び
応
急
処
置
な
ど
の
観
点

か
ら
、
自
衛
隊
の
『
災
害
派
遣

要
請
』
が
必
要
と
判
断
し
、
自

衛
隊
が
出
動
し
、
大
雨
に
伴
う

土
砂
崩
れ
に
巻
き
込
ま
れ
、
車

内
に
取
り
残
さ
れ
た
住
民
の
救

出
等
の
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
終
了
後
、
上
田
伸
一
門

司
区
長
よ
り
講
評
が
あ
り
、
午

前
十
一
時
四
十
分
に
門
司
総
合

防
災
訓
練
は
終
了
し
ま
し
た
。

関 係 団 体 紹 介
1）陸上自衛隊　小倉駐屯地　

第 40 普通科連帯
2）福岡県警　門司警察署
3）北九州市消防局　門司消防署

4）北九州市消防局　門司消防団

5）門司区市民防災会連合会
門司区自治総連合会

6）（社福）北九州市社会福祉協議会
門司区事務所

7）門司区緊急業者（有）平田建設工業

8）北九州市門司区役所

9）北九州市障害福祉団体連絡協議会

北九州市消防局門司消防署警防課

入門　真生消防司令補

多
く
の
町
内
の
皆
さ
ん
に
呼
び
か
け
よ
う

避
難
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓
練
実
施

避難シミュレーション訓練の様子

災
害
が
起
き
た
後
で
も

助
か
る
命
が
限
ら
れ
る

関
係
機
関
連
携
訓
練
実
施

土
砂
災
害
に
よ
り
埋
も
れ
た
車
両
か
ら
の

要
救
助
者
の
救
助
及
び
救
出
訓
練


